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青年女子の骨密度に影響を及ぼす要因の検討
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　骨密度の増大期にある女子短大生107人を対象として，超音波骨密度測定装置を用い，骨密度に関する超

音波判定値としてのStiffness指標を測定した。また，インピーダンス法による体脂肪測定装置を用いて体脂

肪量，除脂肪量を測定し，同時にアンケート法により食生活，生活状況および身体状況を調査し，これら身

体状況，食生活および生活状況がStiffness指標とどのように関わっているかを検討した。その結果，食品の

取り方では小・中学生時代の牛乳の摂取頻度や現在の菓子の摂取頻度が，体格では除脂肪量や体重がStiff-

ness指標と関わっていることがみいだせた。すなわち，成長期から青年期にかけての牛乳摂取や骨を支え

る筋肉を増大させる事の重要性が示されると思われる。

　なおこれら以外に，統計的に有意差は認められなかったが，食生活や運動状況等のライフスタイルに関す

る項目にはStiffness指標に関与している可能性を示唆する項目もあったので，今後さらにライフスタイルと

Stiffness指標との関連の検討を行いたいと考えている。
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